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一 広 島市の 対重慶市関係を事例 に一

峯 田 史 郎 （早稲田 大学大学院）

は じめ に

　 20世 紀 は、「空爆の 世 紀」 とい わ れ た 。兵器 の

破壊力 は飛躍的に増大 し、飛行技術 も高速化 ・長

距離化 し た。こ れ に都市 へ の 人 口集中が 加わ り、

「戦略爆撃 の 思想」が 生 ま れ る に 至 る 。 戦 略爆撃 は 、

爆撃 の 目標 を軍 事的な標 的 に 限 る こ と な く、「国

民 の 戦争」 と い う発想 か ら戦 闘員 と非戦 闘員 と の

区別 を取 り払 い 、生 活基盤 で あ る 都市全体 を無差

別 に爆撃す る こ と を意味す る 。 高度数千 メ
ー

トル

の 上 空か ら爆弾を投下す る兵士 は 、各都市 の 地理

的特徴 に 合 わ せ て 、爆弾 を 選定 し
1

、地 上 の 様子

を直接 目視 す る こ と な く、任務 を遂行す る 。 ドイ

ッ 空軍 に よ る 「ゲ ル ニ カ爆撃」 （1937年）を代表

的 ル
ー

ツ と す る 空か らの 爆撃 は 、日本軍 の 「重慶

爆撃」（39年）を経 て 、米軍 に よ る 「東京大空襲」、

そ して 「広 島 ・長崎原爆投下」 へ と至 る 。 さ らに

2003年に 開戦 した米軍の イ ラ ク空 爆 も こ の 思想

の 延長線上 にある と い えよう
2
。

　戦略爆撃 の 視点に た つ と、広 島市に と っ て 重慶

市は、第二 次世界大戦期に類似 した経験 を有する

都市で ある 。両都市の 住民は非戦闘員で ある に も

か かわ らず、空爆 の 標的とな っ た。広島市は重慶

市 と の 間で、1970年代か らの 日 中両国の 友好的

な外交関係 の もと、86年に 友好都市 （姉妹都市）

提携 を結ん だ 。 し か し、90 年代後半以 降 の 日中

関係は、歴 史認識問題の 軋み や、日本経済の 長期

停滞と好対照 をなす中国経済の 躍進に よ り、友好

一辺倒か ら対立 と協調とが錯綜する状況が続い て

い る 。

　著し く変化 する国家間 の 対 立 と協調 の 関係 の も

と、広島 ・重慶両都市 の 友好都市 関係は、す で に

20年間 に 及んだ 。 経 済、文化な ど各分野 に お い て 、

市民 の 交流 を深め て きた と 見る こ と もで きる。一

方で こ うした市民 の 交流が定着 し、他方 で は市民

の 自己認識が それぞれ の 国家 で 覚醒する新 たな ナ

シ ョ ナ リズ ム に 引 き寄 せ られる動 きもあ る。2005

年、重慶で 開催 されたサ ッ カ ー ・ア ジア カ ッ プ で

の 反 日的盛 り上が りは象徴的出来 事の ひ と つ で あ

　 ’　3
う つ　 。

　中国は、経済分野 で 大 きな成長 を続け、東ア ジ

ァ 地域 の 市場主導 の 地域統合を牽引 して い る。同

時 に 、中国 と日本 の ナ シ ョ ナ リズ ム 対立 は、北東

ア ジ ア だけで な く、東 ア ジ ア 全体 の 地域統合 を妨

げ て きた。市場が主導す る 経済の 相互依存 と、国

家 の 意思 に よ っ て 惹 き起 こ され る ナ シ ョ ナ リ ズ ム

とが 同時 に 進行 して い る こ とこ そ 、北東ア ジ ア 地

域 の特徴 で あ る
4
。

キ ー
ワ

ー
ド ：

友好都市交流、都市の平和活動、ナ シ ョ ナ リ ズ ム 、反核運動、市民 ・住民
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　友敵関係および競争 と協調 を基本 とする 国家認

識は、ときに 、構成員た る 国民の 意識 を吸引する

動 きを見せ る こ とが ある 。 本稿で は 、こ の 国家間

関係 の 状況が 、国民 の 思考を規定する こ とに対 し、

非国家行為体で ある都市間の 交流が、こ うした規

定を克服 し よ うとする 過程を、広島市側か ら、重

慶 との 交流 の なか で とっ て きた対応 を事例 と して

分析す る。

　 こ の 主題 は 、多 くの ケ
ー

ス ス タデ ィ を行 うこ と

が必要 と されるだ ろ う。 日本 の 戦争責任 や 歴 史認

識 問題 に代表され る国家間 の 問題は根強 く残 っ て

い る。広 島市 と同 じ戦争に よ る被害都市で あ り、

か つ 日本 軍 に よ る非戦闘員へ の爆撃対象が 重 慶市

で あ っ た。広 島市が 交流 する都市の 中で も、広島

市 と類似 し た被 害経験 を有し て い る と同時に 、日

本 の 中 の
一

都市 で あ る広 島市 は 重慶 に とっ て 加 害

者 で あ る と見る こ ともで き る。広島市が 、平和 と

ヒ ロ シ マ に つ い て 情報発信す る うえ で 、克服すべ

き問題 が、こ の 重 慶 とい う都 市 との 関係 の なか に

内在 す る。し た が っ て 、重慶 との 交流 に どの よ う

に 対応 して きた か を見る こ とで 、広島市の 平和 と

ヒ ロ シ マ をキーワードとす る 都市間交流 の 課題 が

見え て くる だ ろ う。反核 ・反戦 の シ ン ボ ル と して

の ヒ ロ シ マ は、被 爆 の 傷 を引 きず りなが ら復興す

る 具体 的な生活 の 場 と して の 広島と区別さ れ て い

る
5
。

　 日 中戦 争時、日本軍は 中国 ・国共合作政権の 臨

時首都で あ っ た重慶を爆撃 した 。こ の 爆撃で 被害

を受けた住民が 、2006年 3 月、日本国 を被告 と

し て 「重慶大爆撃訴訟」を起 こ し て い る
6
。 こ の

訴訟 の 過 程で も、被告は 被害地 で ある 重慶を 問 う

こ とが な く、「ノーモ ア ・ヒ ロ シ マ ・
ナ ガ サ キ ・トー

キ ョ
ー」 を訴え る だけで は 、説得力の ある批判的

視点を得 る こ とは で きな い と して い る
7
。

　 こ うした 歴史的経験を持つ 広島市 と重慶市の 交

流 を考察す る 上 で 、以下 の 3点 は重要な課題 で あ

る 。   国家間関係 に 起因す る加害責任 と被害者意

識 に 関す る 議論 。 と くに 旧 日本軍 に よ る重慶爆撃

の加害責任 を有する旧軍都広島と、被害地 で あ る

重慶 の 関係、  戦後の 広島市側の 重慶爆撃に対す

る 問題関心 、  重 慶側か らみ た友好都市交流 の 意

味、で ある 。 また、両市が提携 に 至 る 過程で 、広

島市側に重慶爆撃の 理解が欠落 して い た こ とな ど

も一部に伝 えられ て い る 。

　広島市と重慶市 の 双方か らの 交流を観察する こ

とで 、は じめ て 上記 課題 に接近する こ とが で きる

だ ろ う。本稿で は 、資料と紙数の 制約か ら、広島

市 の 「平和 へ の 取 り組み」の 経過 を重慶市 との 交

流 に 照 ら しなが ら観察す る こ と に よ っ て 、現状 と

課 題 を導き出す こ とに主眼 を置 く。と くに、広島

市か らの 交流 の視点 を直接 の 観察対象に 据 え て 、

上 記 3 点の 課題 の うち  、  に つ い て 広 島市か ら

見た 交流 に考察を加え る。し たが っ て 、本稿の 目

的 は 、広島市が 、被爆都市 と して の経験 か ら生 ま

れ た反核 ・反戦の シ ン ボ ル 「ヒ ロ シ マ 」 を、国

境 を越 え、い か に 発信 し て きた の か 、そ の 歩み

を 1980年代以降の 重慶市との 交流 か ら読 み取 り、

都市の 平和交流 と して 考察する こ とで ある。

1．問題 の 所在と本稿の 位置づけ

　 1945年以 降、一方で 、核兵器 に 異議 を唱え続

けて きた広島市の 「平和 へ の 取 り組み 」は、「被

爆者の 3 つ の 足跡」に示され る被爆体験に起源 を

探 る こ とが で きる
S
。 こ の 取 り組み の もとで 、広

島市の 国境 を越えた 活動は、都市 の 反核運動 とい

え る 「平和 市長会議 （旧 世界平和連帯都市市長会

議）」を中心に行わ れ て きた
9
。 平和市長会議へ の

参加を 契機に、「広島 ・
長 崎講座 」を開講 す る 都

市もある
10

。 広島市は 日本 国内だ け で は な く、こ

の 会議に加盟 す る都市を所在地 とす る大学 へ も広

島 ・
長崎講座の 開講を呼び か け て い る 。

　他方、広島市 は 1959年の 米国 ・ホ ノ ル ル 市 を

皮切 りに海外 6 つ の都市と友好都市提携を結ん だ
Tl

。

日米開戦の 端緒となっ た 、日本の 攻撃対象 （被害

地）ホ ノ ル ル と第二 次世界大戦の 終結を象徴す る
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一Eleotronio 　Library 　



The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

ヒ ロ シ マ とい う、あたか も第二 次世 界大戦後の 平

和 を象徴する友好都市提携に も見える。実際に は 、

東西冷戦に突入 した米 国が 、旧西側 陣営 の 諸都市

と、文化領域 で 交流網 を拡大す る 目的で主導 した

都市間交流 に触発 された要素が大 きい 。

　それ に対 し、広 島市 と重慶市 の交流は、広 島市

が 第二 次世界大戦の被害者 として 初 め て ア ジ ア に

目を向けた 交流で もある。重慶市 とは、1986年

に提携 し、経済、環境、文化、ス ポ
ー

ツ、医 学、

教育の 分野で 交流を行 っ て きた。重 慶市に酸 1生雨

研究交流セ ン タ ーを設置 し （93 年）、関連す る技

術者 の 研修受入れなど、環境協力 も行 っ て い る。

た だ し、友好都市関係にある広島市 と重慶市 との

間に 平和 を前面 に 出 した 具体的な交流 は 数少 な

い 。中国 で は地 方政府 の 権限が限定され て い る た

め 、都市 間交流 は、上 述 した よ うに 日中国家間関

係の 影響 を強 く受け て お り、中国政府の 対日外交

方針を踏まえた もの に な らざる を得ない 。 重慶市

も例外で は な く、「
一定枠を超 える こ とが あ り得

な い 限定方式」で ある
12
。

　都市は 、通常、直接 選挙 に よ っ て 代表が選ばれ

る こ とで 、住民 に 近 い と こ ろ で 意思決定が 行わ れ 、

住民の声 を代弁 す る と い う考え方が ある 。 こ の 考

え方に もとづ き、広島市は都市を破壊する の で は

な く、核兵器こ そが解体 され るべ きだ とい う国際

的合意を得る た め 、国境 を越 えて 活動 して きた 。

都市 は 国家間関係に対 し、独 自の 国際活動路線を

遂行す る こ とで き る の だ ろ うか
13

。 ま た都市 の 国

際活動は、そ れ 自体成熟 しつ つ ある市民社会 の 住

民運動と して と ら え る こ とが可能な の か 。 こ の 2

点 の 問題意識 に もとづ き、広 島市 の 「平和へ の 取

り組 み 」を、都市が 主体 とな っ た平和 活動 とする 。

　 こ の 平和活動の 中 に、「研究」、「行動」、「教育」

を含め る 。 元来、平和活動 は、「研究」、「行動」、「教

育」が連携する こ とで 、社会 に 対 して 最大 の 効果

を発 揮す る 。 理念的に は 1977年 に 、教 育論 の 視

点か ら、平和 活動が 「研究と教 育 と行動の 間 に協

働体制が確立 され 、そ れ に よっ て 、日常の 仕事が
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進め られ る ように なれば、私た ちの 展望 は、い ま

よ りもず っ と開けて くる に ちが い ない 」 とすで に

指摘 され て い る
14

。 しか し、こ れ まで の 事例研究

にお い て 、こ の 3 つ の 活動が明確に 連携 し、協働

体制が確立 され て い る と結論づ けた成果は決 して

多 くは な い 。 平和研究に よ っ て 導かれ た発見が、

平和行動や平和教育に応用で きる とい う協働体制

を、事例 を挙げなが ら論 じた成果は少な い とい え

る
15

。

　国境 を越えた 都市間交流に つ い て の 研究は、欧

州にお ける地域協力の 実態を追うよ うに して、主

に 1970年代か ら国際政治学にお ける相互依存論

の 系譜の なかで研究 され て きた 。 グ ロ ーバ リゼ ー

シ ョ ン の 浸透 に伴 う国家意思 と機能の 変容に起因

し、都市が意思 と機能の 拡大を目指すこ とで越境

す る非 国家行為体 と して注 目する議論や 、意思 と

機能が拡大 した都市が越境交流する こ とで新 しい

地域が形成 される とい う議論、ある い は EU の よ

うな国家間の 上位組織 であるア ン ブ レ ラ制度の ガ

バ ナ ン ス に注 目した議論 もある。こ れ らの 研究の

多 くは都市交流 の 理論 的研 究に位置 づ け る こ とが

で きる。

　北東 ア ジ ア で も例 外で は な い 。 1978年の 日 中

平和友好条約締結を契機に、日本の都市と中国の

都市 との友好都市提携が増加する に つ れ 、国家聞

関係の 相似形 を地 方にそ の まま適用する の で はな

く、「地方の 生 々 しい 日常生活」に即 した交流が

主張 され て くる
16
。都市実務者と研究者は 議論を

重 ねる なかで、友 好親善か ら 「実益型」の 友好都

市提携 を模索 し
且7
、実務者の 側 か ら 「民際外交」

とい う地方 の 新 しい 国際交流概念が 提起 され た
且8
。

　 また、交流実績 の 増加に合わ せ て 、最近で はグ

ロ ーバ リゼ
ー

シ ョ ン と国家間関係に照応させ なが

ら定量分析を試 みた研 究
19
、北東ア ジ ァ地域 自治

体連合 （NEAR ） を取 り上 げ、国家間関係 とは異

なる次元で 進行す る緩や かな都市 ネ ッ トワ
ークを

論 じた研究が行われ る ようにな っ た
20

。 また 、都

市間交流 とは異なる もの の 、学校教員 レ ベ ル で の

N 工工
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交流 を紹介 したケ
ー

ス ス タ デ ィ もある
21

。

　以上 の 先行研究 を踏 まえなが ら、本稿は 、都市

間交流 の 具体 的事例 の ひ とつ と して広島 ・重慶の

交流 を取 り上 げ る。友好都市提携 した都市間交流

を、こ の 分野 の 研 究 で は初歩的形態である もの の 、

経済的結 び つ きの ような機能的 な面 に注目する だ

け で は な く、都 市 の 「平和 」へ の 意思 に焦点を当

て 論 じる。また 、本稿 で 分析す るの は次の 2 点に

絞る 。 第
一

に、戦後歴代の 広 島市長 の 政策 に注 目

し なが ら、そ の 内容 を時系列で 概 観 ・整理 す る。

第二 に 、1980年代以降の 日 中関係 を 「友好」期 と、

89 年 の 天安門事件 と都小 平の 南 巡講話 を機 に 中

国が 開放政策に拍車をか け、中国が 地域主義に傾

斜する 「改革 ・開放」期 とに 時期 区分 し、年表 1

を参照 しなが ら、広島市か ら見た重 慶市との 交流

の 経過 を整理 ・分析する
22

。

2．広島市の 「平和へ の取 り組み」

　市民 に よる核 兵 器廃 絶運 動 は、広 島 か ら沸 き

起 こ っ た とい うよ りも、海外か らもた らされ た。

1950年 3 月 19 日、「原 子兵 器絶 対 禁止 」 を謳 っ

た ス トッ ク ホ ル ム ・ア ピー
ル が宣言 され、世界で

約 5 億入、日本で も 645万入 に もの ぼる賛同 の署

名が 集め られ る。54 年 3 月 の 第 5 福竜 丸事件 を

契機 と して 広 島で 開催 され た第 1回 原水爆 禁止

世 界大会 （55 年）も市民主導で あ っ た。しか し、

壊滅 した都市に暮 らさざるをえな い 状況 に 追 い 込

まれた住民の 多 くは、被爆者 を抱 え、日々 の 生活

を送る こ と に精い っ ぱ い で あ っ た こ とは い うまで

もな い 。反核 を訴え る市民と、復興を目指す広島

住民 との 乖離 は、戦後
一

貫した ヒ ロ シ マ の特徴 で

ある 。

　都市は、国家に 比べ 、住民 に 近 い と こ ろ で 政策

が決定 され る とい われ て い る 。 戦後の 広島市は、

市民の 意思と住民の 意思との バ ラ ン ス をはか りな

が ら、「平和 へ の 取 り組み 」 を進め て い く。 市民

の 志 と住民の 生活感覚を同一次元で 考える こ とは

容易で はな い 。 反核運動 の なか で 、都市は 、 首長

を中心 に、平和活動 の 舵 をい かに取っ て きた の だ

ろ うか
23
。

　戦後の 広島市長は、初 代公 選市長 の 浜井信三

（在任期 間 ： 1945− 55 年、59− 67年）か ら始 ま

り、渡辺忠雄 （55− 59 年）、山田節男 （67− 75年）、

荒木武 （75− 91 年）、平岡敬 （91− 99年）、秋葉

忠利 （99 年一現在）の 6 名で あ る 。 それ ぞれ の

市長が、広島とヒ ロ シ マ を取 り巻 く国内外状 況 と

照 らし合わ せ なが ら、市政 を担 っ て きた。歴代市

長 に とっ て 、被爆に よ っ て壊滅 し た住民の 生活の

場 を取 り戻 す こ と こ そが、何 よ りも優先され る課

題 で あ る 。 広島市 は 46 年 1 月に復興局 を創設、

2 月に は復興審議会 を組織 した 。 こ の 復興審議会

では、か つ て軍都 だっ た広島を平和都市 と して 再

建する意思 を示 して い る 。 戦後初めて の 特別法で

ある 「広 島平和記 念都市建設法」（49年）によ っ て、

広島市の 復興が ス タ
ー

トす る。

　 広島市長 の 政策 は、一方で生活の 場 として の 広

島の 復興 を目指 し、他方で ヒ ロ シ マ の経験を継承

する意思 を示 して い る 。 1946年 8 月に は 、広島

市の 町会連盟が、爆心地 で 広島市平和復興市民大

会 を開催 し、47年 6 月に広島市、広島商工 会議所、

広 島観光協会が 中心 とな っ て 設立 された平和祭協

会が 8 月 6 日に広 島平和 祭 を主催 した 。 こ の 平和

祭で、浜井市長が初の 平和宣言 を読み上げる
24

。 以

降、朝鮮戦争開始 の ため開催 を見送 っ た 50年を

除 い て 、2007年に 至る ま で 、平 和 を担 う主体 で

ある被爆 者 の 団結 を基礎 に して、ヒ ロ シ マ の 経験

を世 界に発信 し、核廃絶 を訴え続けて い る 。

　 1961年 に 日本 国内で反核運動が 共産党系 と社

会党系に分裂 し、60年代 か ら 70年代 にかけ て戦

後の 市民運動 が行 き詰 ま っ て い る時期 に は、政治

的対 立 に左 右 され ない 、行政主導の 政策が求め ら

れる ように な っ た。広島市 は、平和宣言 を通 じて

反核 を訴え る と同時に、平和活動を専門的に推進

する 部署と して 、広島市の局に相当する広島平和

文化 セ ン ターを設置 した （67 年）
25

。 世界で は、
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ソ 連 （49年 ）、英 国 （52 年）、仏 （60年）、中 国

（64年）が相次 い で核実験 を行 い 、軍拡競争に 起

因するキ ュ
ーバ 危機がお こ り、それを頂点に徐 々

に デ タ ン トが進行する時期 と重 な る 。 平和文化セ

ン タ ー設置に よ り、70 年代末に か けて 広島市 の

平和活動は、新 しい 局面を迎 え る
26

。 セ ン ターは、

75 年 に財団法人 へ と組織替 え され た 。 行政組織

の
一部分で ある よ りも、財団法人化 し、広 く一般

に開放する こ と は、関係諸団体や有識者だけ で は

な く、住民 の 自主的 な参加を期待で きる と意図 さ

れた措置 で あ る。後述 の 平和市長 会議 をは じめ、

平和記 念資料館の 運営、留学生会館の 管理 な ど多

くの 事業 を手掛け て きた。被爆者を抱えて きた生

活 の 場 と して の 広島の 住民 とい うよ りむ しろ、国

内外の市民 に向けて 、啓蒙的 な活動が主流 を占め

て い る 。

　新冷戦に突入 し、米 ソ 緊張が 再燃 した時期 に は、

欧州を中心 と した 反核運動を背景に 開催さ れ た第

一
回国連軍縮特別総会 （1979年） に 荒木市長が

出席する な ど、都市の 意思 を国家間関係へ 示すた

め の 活動 も行わ れ た 。 また 、平和問題 に 関する広

島市 長 の 諮 問機 関的存在で あ る 平和問 題 調査会を

設 置 した （81 年）。 会議は すべ て東京で 開催さ れ 、

広 島市 の 平和 活動を進め る 上 で 、中央の 識者の 意

見 を聴 くとともに 、シ ン ボ ル と して の ヒ ロ シ マ の

取 り組み を国内外へ 普及する た め 、委員の 影響力

を求め た い と い う意図 が あ っ た 。 81 年の パ ル メ

委員会 （国際連合 軍縮 と安全保障に 関する特別委

員会）招致は 、平和 問題調査会 の 大きな業績で あ

る
27

。

　国家 間関係 へ の 働 きか け と 同時 に、1985年 に

は、第 1回世界平和 連帯 都市市 長会議 （現 、平和

市長会議） を開催 し、世 界中 の 都市 へ の 働 きか け

も行 っ て い る 。 こ の 会 議 は、90年に 国連広 報局

NGO に、91年 に 国連経 済社 会 理事会 NGO に 登

録が認め られ た 。 平和 市長会議 は 、82年、広 島、

長崎市長の 連名で な された世界 に向けた都市連帯

の 呼びか けに 端を発する。 こ の 狙 い は、「平和 の

北東 ア ジ ア 都市間交流に 関す る
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維持、確立 は国家の 努力 の み に期待する の で なく、

核戦争に よ っ て被害 を受ける市民、都市が平和へ

の 役割 を分担 し、努力 を重 ね る こ とが不可欠128

で あ り、国境 を越えた都市と都市 との 連帯 の 必要

性 を訴え て い る 。

　 荒木市長は、平和活動主体 と して の 都市が 研

究機関を持ち、成果 を発信する こ とも模索 した 。

1981年第 1 回平和問題調査会で 、広 島へ の 「国

際平和研究機関 の 誘致」の 意向を表明 した 。 第 2

回国連軍縮特別 総会 （82年） と、同年 の 平 和 宣

言 で 「広 島に 平和 と軍縮 に 関す る 国際的 な研 究機

関 の 設置」 を提唱 して い る 。 当初は 国連機関 の 設

置 を目指 して い た もの の 、結果的 に 94 年開学 の

広島市立大学 の 付属機関 として、平 岡市長 当時の

98 年に 広 島平和研 究所が設立 された
29
。

　 1999年 2 月 か ら現在 ま で 市長 を務め る 秋 葉市

長は 、99 年オ ラ ン ダ の ハ ーグ市で 行 わ れ た国 際

会議 「ハ ーグ 平和ア ピール 1999」 で 、広 島に 原

爆が 投下 され て か らの 歴 史を 「人類 と核兵器 との

闘 い の 歴 史だ っ た、より
一

般 的 に は人類 と戦争 と

の 闘い の 歴 史で あ っ た」 と総括 し て い る
30
。こ の

歴 史の 中で 、「人 類 は最初 の 何 ラ ウ ン ドか で 勝 利

し た の だ」 と秋葉は 主張する。そ の 主張は 次 の 3

点に要約で きよ う。  核兵器 は、私 たちが 人間 で

あ る こ との 本 質 を破 壊 す る こ とは で きなか っ た。

  被爆者は核兵器が再度使 われ る こ とを現実 に 阻

止 し た。  広 島と長崎 の 被爆者 は、国家 間 の 関係

に つ い て 新 し い モ デ ル を熱心 に提唱 し て きた。つ

ま り国家間の 関係を、敵対心 を もっ て み る の で は

な く、協力的、利他的な関係と し て 世界を み る よ

う声 をあげた の で ある。

　 1999年 の 平和宣言の 中で も、「被爆者の 三 つ の

根源的 な足 跡」をた どっ て い る。  被爆者が た と

え死 を選ん だ と して も、誰 も非難で きない よ うな

状況 にあ っ て 、そ れ で も、生 を選ん だ。  被爆者

が こ れ まで 、世界に向か っ て 自分た ちの 経験を語

り続 けて きた 。   被爆者は、復讐の 道を選ばずに、

和解 の 道 を示 した 。 秋葉は、こ の よ うに 戦後の 被
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爆者 の 功績 を評価 しつ つ も、残 された時 間を考慮

し、被爆者体験 の 学問的整理 を模索 し始 めた。「広

島 ・長崎講座 」 の 開講 で あ る
31
。「被爆者 の 3 つ

の 足跡」か ら被爆者の メ ッ セ ージを学問的 に 整理

する作業に他な ら な い 。ただ し、こ の 講座 の 日本

国外の 開講大学は 、圧 倒的に米国が 多 く、こ れ ま

で ア ジ ア 地域 で の 開講は 全 くな か っ た 。 教育分野

は 国家間 関係の 影響を受けや す い た め 、日本 と ア

ジ ア諸国 と の 間 で 、「加害と被害」に つ い て の 議

論が 深ま っ て い な い 現状に こ の 講座 の 開講の 可否

が 左右 さ れ て い る 。

　重慶市 との 交流 に 即 して い えば 、重慶市 の 大学

に 「広島
・
長崎講座」 を開設す るまで に は 至 っ て

い ない 。 た と え、重慶 で 広島 ・長崎講座 を開講 し

た と して も、「広 島
・
長崎 の 被害 を伝 える」内容

だ けで は 反対 の 声 が あが る だ ろ う。 中国の 地方都

市が 、中国共産党 と 中央政府 に よ る 「二 重 の 従属」

下 にあ り
32
、日中両 国間の 歴 史認識を巡 る問題が

存在す る 現状 で は 、日本 の 侵略 の 歴史認識問題 を

棚 上 げ に した 形 で 、広 島の 惨 状 を、教育の 共通 の

素材 と して 採用す る こ と は 難 しい 。 しか し、こ う

し た 課 題 に も対応 が 閉 ざされ て い る わ け で は な

い
。 事実、中国側 に も広島市 の 平和活動 に理解 を

示す動 きもある 。 広 島市 メ
ー

ル マ ガ ジ ン 「ひ ろ め
一

る」に よ る と、秋葉は 平和市長会議が進め る 「核

兵器廃絶 の た め の 緊急行動」 と広 島 ・長崎講座 に

つ い て 「支持す る 」 との 明確 な回答を中国政府外

交部軍備管理 ・軍縮局副局長か ら得る こ とが で き

た、と 述 べ て い る
SS

。

　以 上 の よ う に、国家間の 対立 関係を克服 して き

た広島市の 平和活動は、自治体の長 として の 市長

に主導す る 形 で な され て きた。平和活動が効果的

に 浸透す るため に、都市そ の もの が行動する だけ

で はな く、研究機関を有する こ とで 、 高度な知識

の 発信を 目指 して い る 。 広島 ・長崎講座は 、 都市

の 平和教育活動 とい える 。

3 ，広島市か ら見た重慶市との 交流

（1）日 中関係 の 展 開 と交流 の 変 遷

　前節まで 見て きた ように 、広 島市 の 平和 活動は、

米 ソ を中心 と し た国際関係に 反応 する 形 で 、反核

運動 と し て 行わ れ て きた。広島市 の平和行動は 、

多都市間交流 で ある 平和市長会議が 中心 で あ り、

友好都市交流 に は そ れ ほ ど反映 され て い な い
。 広

島市議会訪中団が 最初に重慶 を訪問 した 際 も、第

二 次世界大戦時 の 被害都市間 の 交流 で は な く、日

中関係 の 友好期に乗 じた 経済交流 を主眼 と して い

た 。

　 しか し、二 都市間の 友好都市交流は、国家間関

係 と は異なる次元で、都市が平和 を希求する市民

の 意思 を反映 した交流 を担 う可 能性がある。本節

で は 、広 島市 の 友好都市交流 の 中 で 、提携先が北

東ア ジ ア 地域 に属 し、かつ 第二 次世界大戦期、非

戦闘員へ の 無差別攻撃 とい う類似 した経験 を も

つ 、中国 ・重慶市 との 交流 に つ い て 、年表 1 、図

2 、 3 を参照 しなが ら述 べ る 。

　広 島市側で交流 を担 う主体は、大 きく4 つ に 分

け られる 。   市長 ・市議会議員を中心 と した政治

家グ ル ープ、  動物相互贈呈 、合唱団な どの 文化 ・

シ ン ボ ル グ ル ープ、  工業 、 環境 、 医療の専門家

を中心 とした技術者 グ ル ープ 、   市民 グ ル ープ 、

で ある 。 なお 、本節で は  の 中に 、 日常生 活の 場

とヒ ロ シ マ とが空 間的に離れ て い て も 「反核 ・平

和」 とい う課題共有の 意思を もつ 住民を含め て 市

民 と し、学習者で ある 生徒 ・学生 も、 市民に 含め

た 。 時期区分は 、 天安門事件 、 南巡講話 を境に 日

中関係 「友好」期 と 「改革・
開放」以後期 とした 。

なお 、 図 2 、 図 3 は 、 年表 1 を もとに 、 広島市 と

重慶市の 交流を数値化 し、 カ ウ ン ト した 上 で 、積

み 上 げグ ラ フ を作成 した 。 図中の   〜  は 、上記

の 各グ ループに対応する 。

（2）日中関係 「友好」期

　1978年 の 日中平和友好 条約締結か ら 80 年代後
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半まで 、 日中の 国家間関係は 、 経済重視を基本と

して い た 。 「黄金の 80年代」 と呼ばれ た ほ ど、良

好 な関係で ある
SC

。 国家間関係の 友好機運に乗 じ

て、広島市は 80年を皮切 りに 84年 まで 、の べ 5

回 の 広島市議会訪中団 を派遣 した
35

。

　 1985年 に は 、 肖秧重慶市長が 第 1 回世界平和

連帯都市市長会議へ 出席 の た め に来広 して い る 。

86年、荒木市長 を団長 とする広島市友好訪 中代

表団 の 重慶訪問 を皮切 りに、相互 の 往来が活発に

な っ た 。 そ の 後、重慶市友好訪問 団が来広 し、広

島市 と重慶市が友好都市提携に調 印した 。

　友好 都市提携 後、まず、友好 を象徴す る往 来が

開始 される。両 市の 動物園 （重慶市動物園 と広 島

市安佐動物公園）が 、相互 に 動物 を贈星 した （1987

年）。そ の 後の 動 物相互贈 呈 は、翌年 と 94年 に も

行わ れた。そ の ほか、広 島市 か らの 合唱 団訪 問、

重慶市か らの雑技団訪問などの 交流 も始 ま り、博

覧会 などの イベ ン ト時、友好提携の節 目の 年に は

相互 に訪問 して い る 。

　89年 の 天安門事件に 際 し、広島市議会平成元

年第 3 回 9 月定例会で 、自民党議員の 国家の 政治

状況 と都市間交流 に関する質問に対 し、市長室長

は 第 2 回世界平和連帯都市市長会議へ 重慶代表が

出席 して い る こ とを挙げ、中国国内の 状況を見極

めなが ら、当初の計画を実行する と回答して い る
3fi
。

（3）日中関係 「改革 ・
開放」以後期

　 1992年か らの 鄰小平 に よ る 南巡講話以 後、両

市 の 技術者グ ル ープの 交流が 盛ん に な る。重慶市

は、49年 の 中華人民共和国建国以来、国家 に よ

る重 工業化 の 重点地域で あっ た 。 しか し、80 年

代 の 改革開放期に至 り、「4 つ の 近代化」政策に

よっ て 重点地域 が沿海部に移 っ た の に伴 い 、経済

発 展 は停滞 しつ つ あ っ た 。 加えて 、そ れ まで の 工

業化と盆地地形 の 影響で 、深刻な大気汚染に悩 ま

され 、90年代 には 工 業、環境保全、医療な どの

技術者の 交流が盛 んになる。重慶か らの 研修生 を

広島が受け入れ、広 島か らは技術指導者を派遣す

北東 ア ジ ア 都市 間交流 に 関す る 一考察 167

る とい う構図が定着 した 。 97年、ア ジ ア地域で

発生 した 通貨危機後の 不 況に よ り日本経済は停滞

する一方で 、 こ の 危機に よ る影響が少なか っ た 中

国経済は 成長を加速させ た 。 こ の た め 、広島側か

ら の技術者派遣や 、 中国か ら の研修生招聘など技

術者 グ ル ープ の交流は 減少傾向にある 。 それ で も、

交流 の 中心的位置を占め て い る 、

（4 ）導 き出され た特徴

　詳 しい 記述は年表に譲 り、 大 きな特徴をまとめ

る と、  交流 の 主体が、政治家→ 文化 ・シ ン ボ ル

→技術 者へ と シ フ トして きた 。   1980年代後半

まで は、目中 の 友好関係 と呼応 し、両 市 の 関係 は

友好都市提携 をす る まで発 展する 。   中国 の 改革

開放以 後、国家に よ る工 業化重点地域が沿海部ヘ

シ フ トするにつ れて、遅 れ をと っ た重慶市は 、広

島市 との 間 で の 技術者 の 交流 を活発化 させ て い

く。 特 に 92年 の 市 場経 済 へ の 移 行 に伴 い 技術 者

交流 も増加す るが、97 年ア ジ ア 通貨危機 後 の 不

況で 日本経済の 停滞 とともに 技術者 交流 も減少傾

向 に転ずる 。 しか し、交流 の 中心 的位 置は変 わ ら

な い 。

　市民 グ ル ープの 交流 は 、1986年か ら現在 まで

続 い て い る 。 86年 「広島市民 平和 友好訪 中団 」

が重 慶 な どを訪 れ て 、以後、96年 まで 、計 5 回

の平和友好訪中団を組 織 し、交流 を行 っ て きた 。

2002年か らは、日中国交正常 化 30周年を記念 し

て 、10月 23 日を 「重慶の 日」 と定め 、毎年交流

イベ ン トを開催 して い る 。

　教育 分野 に 「垠定 する と、広島市内に位置する小

学校 か ら大学 ま で 友好 提携 を行 っ て い る 。 95年

に 被爆 50 周年記 念事 業 「こ ど も平 和 の つ ど い 」

に は重 慶市か ら樹人小 学校が参加 した 。 最近で は

2006年に友好都市提携 20周 年記念事業 で、重慶

市の西南大学等か ら学生交流団を受入れ、広 島市

の学生 との 交流 、平和記念 資料館 の 視 察や ホ
ー

ム

ス テ イ を実施する な ど、学生等を対象に した交流

を進め て い る
37

。 06 年 11 月に は、広 島市立大学
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と重慶市 ・
西南大学が 「学術交流協定書」を締結

した 。 しか し、こ の協定書で は、特に平和分野に

限定 した カ リキ ュ ラ ム に つ い て言及 して い ない 。

4 ．結　論

　広島市 と重慶市との都市交流は、ともに戦争に

よ る被害都市間の 交流で ある 。 主 に実益型交流が

多 くを占めて きた 。 そ の た め 、現在の と こ ろ 、両

市が直接に平和 につ い て の 問題意識 を共有 した 行

動 を確認す る こ と は で きなか っ た 。 「ない 」 とい

うこ とを実証 する事例研 究は、「ある」と い う証

拠を陸続と並べ 挙げる研究よ りも困難が 伴 う。 こ

こ で は、広島市か ら見た 「平和 へ の取組み 」経過

を観察す る こ とで、戦争や核兵器 に関する国家間

関係 と中国独 自の 中央
・
地方関係 の 制度的特性が

ある との み記 す に とどめ る。「は じめに」で 挙 げ

た 
〜  の 課 題に つ い て 、今後の 検討が必要 で あ

る 。

　 こ うした 「なか っ た」とい う結論に もか か わ ら

ず、両者閭 の 平和交流 の 途が完全に閉ざされ て い

る わけ で は な い こ と に もふ れ よ う。「ヒ ロ シ マ 」

をテ
ー

マ に した交流 を考察すれ ば、次の 構図 を読

み 取 る こ と が で きる （図 1 ）。理念的 に は、広島

市 と重慶市 の 交流 は、国家間 の 認識上 の対立 を い

か に克服 す るかが大 きなテ
ー

マ で ある 。 両市は 、

こ れ ま で 日中 国家間 に横た わ る平和課題に つ い

て、直接交流 して は こ なか っ た 。 しか し、「平和

市長会議」とい う国際的なマ ル チ ラテ ラル な場で

は、制約 を少 な くして 「平和 」を主張 し合う可 能

性 も残 され て い る D

　広島市の 活動は、「研究」「行 動」「教 育」 の 連

携を実践 した事例の ひとつ の モ デ ル ケ
ー

ス と して

挙げる こ とが で きる。本稿で 言及 した広 島市立 大

学広島平和研究所 は都市の 自前 の研究機 関 で あ

り、平和市長会議は都市の 平和行動 の 成果 とい え

る 。 平和市長会議 と連動 した広 島 ・長崎講座 の 開

設運動は ま さに都市が行 う平和教育の
一

環で あ

る 。 非国家行為体で ある広島市は 、核兵器廃絶 と

い う大 きな命題 に対する長年の 研究蓄積を持 ち、

自らが行動で き、そ して 、教育活動 も行 っ て い る 。

　 こ の 3 つ の 活動 を通 じた 広島市に と っ て の 平和

の 主張は、「被爆都
’
市と し て の 人類的な経験 ＝ヒ

ロ シ マ 」を世界が共有する こ とを狙 い として い る 。

こ の事実は 、国際的、越境的活動を手が ける非国

家行為体で ある都市と都市との 平和交流の可能性

を示 唆 して い る。
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年表 1　 広島市 ・重慶市の 交流実績 （2007年 1月 9 日現在）

交　　流 概 　 　要

年 広 島 → 重 慶 重慶 → 広 島

1980 【11月】 広 島市議 会訪 中議員 団 5 名

81 【10月】広島市議会訪中議員団 9 名

82 【10 月】 広 島市議 会訪 中議員 団 9 名

83 【10月 】広 島市議会訪 中議員 団 9 名

【10 月】 広 島市議 会訪 中議員 団 9 名

84 【11月】 「現 在の広島」 写真展、原爆ポス タ
ー

展 開催 （市
議 会訪 中 団持 参）

【2 月】安西 小学校 （広島）・樹人小 学校 （重慶）、戸坂 【10月】肖秧 ・重慶市長 ほ か 2 名 （第 1 回世 界 平 和連

85 中学校 （広 島）
・
育才 中学校 （重 慶〉、各 々 友 好提 携 【10

月】 広 島 市 青 少 年指 導 者 海 外 派 遣 団 11名 【12月】 柔

帯都 市市 長会 議 へ 出席）

道 指導 者 2名 【12 月 】広 島 大学 総合科学部 関 係者 2 名

【5 月】広 島市 友好訪 中代 表 団 23 名 （団長 ：荒 木武 市長、【10月】重 慶歌 舞 団 12名 【10月】重 慶市友 好訪 問 団 7
議員 4 名）【5 月】上 田 宗箇流重 慶市広島市交流記念茶 名 （団長 ： 肖秧市長） → 広 島 市 ・重 慶市友好 都 市提携

86 会 訪 中団 21名 【8月】 第 1 回広 島 市子 ども会 日中友好 調 印 【10月 】第 1 次重 慶市訪 日農業 経 済 及び 中 小企業

少年交流の 旅 （パ ンダ 友好使節団）
一
行 30 名 視察 団一行 10名 （企 業視 察、今後 の 経 済 交流 につ い て

協議）

【4 月ユ広島市ス ポ
ー

ツ 交流団 23 名 【8 月 】（財）広島 【6 月 】 広 島 市 国 際 交 流協 会 が重 慶 ・広 島 高校 生 美術

市 国際交流 協 会 が高校 生 10 名を派 遣 【9 月】 広 島市安 展 を 開催 【7 月1 重慶 市動 物 園 か ら広 島 市 安佐 動 物公

佐 動 物公 園 か ら重 慶市動物園 ヘ キ リ ン 2 頭 を 寄贈 （関 園 へ 金 絲猴 を 貸 し 与え 、レ ッ サ
ーパ ン ダ を 贈 呈 【8 月 】

87 係者 2名同行）【9 月】広 島市青少 年指導者海 外派 遣 団

6 名 【10月） 合 唱 団 トワエ モ ア 74名公演 pO 月】 安

重慶 市 少年 児 童 交 流 代 表 団 20名 【10 月1 重 慶 市職 業

教育視察団 6 名

佐町農協関係者 30 名 【11月】「ワ
ール ドフ

ードフ ェ ア」

に重慶市が 出店 （郷土 料理 紹 介、料理 教室 開催）【10 月】
広 島修道大 学 ・渝 州立大 学 友好 提携

【5 月】 広 島 修 道 大学 ・西 南政 法 学 院友 好 提 携 【7 月】 【2 月 】重 慶市医師 1名 （広 島市 内 の 病 院で 研 修）【7 月 】

広 島テ レ ビ ・重慶市 広播 電 子 局 電視 台友 好提 携 【10 月】 重慶 市 電子 交流 代 表 団 5 名 【8 月】 重 慶市 大 学生 2名、
広 島市 安佐 動 物 公 園 か ら重 慶市 動物 園 ヘ ドグ ェ ラ ヒ ヒ 青年 国際 平 和 シ ン ポ ジ ウム 出席 【8 月 】 重 慶 市科 学技

883 頭 を 寄贈 【11 月 】経済関係者 10 名 （今 後 の 農 業
・

経 済技 術交 流 につ い て協 議）

術 交流 視 察 団 6 名 （企 業 ・関 連 施設 視 察、今後 の 科 学

技術交流 につ い て 協議）【10月 】重慶市人民 代表大会
友 好 訪 日 団 5 名 （絵 画 「源 遠 流 長 」 寄 贈 ） 【11 月】 重

慶市動物園 か ら広島市安佐動物公 園ヘ ア カ ゲ ザル 3 頭

を寄 贈

【3 月】広 島 商工 会 議所 ア ドバ イザー1 名 （食 品 関係指 【7 月】 ス ポ
ー

ツ 交流 団 36 名 （広 島市制 100周 年、広

導 の た め ） 【9 月 】 広 島 市 友 好訪 中団 36 名 （肖秧 ・重 島城 築城 400 年記 念 「
’
89 姉 妹・友好都 市 ジ ュ ニ ア ス ポー

慶 市長 へ 広 島市 特別 名誉 市 民称 号 を 贈 呈 ） 【9 月 】 広 島 ッ交 歓 会」 ヘ ジ ュ ニ ア チ
ー

ム を 招 聘） 【8 月 】 重 慶市代

市青少 年指導者海外 派遣 団 6 名 【9 月】 歌手一行 10 名 表 （第 2 回世界 平 和連 帯 都市市 長 会議 出席） 【8 月 】重

89 公演 慶市友好演技団 11名 （r海 と島 の 博 覧 会 」 出演 の た め

【9 月】） 【10 月】 重慶 市友 好 訪 日団 29名 （孫 同川 ・重

慶市長 へ 広 島市特別 市民 称号 を贈 呈 ） 【10月】 重 慶 市

経済 代 表団 8 名、食 品代表 団 7 名 （国際経 済交流フ ェ ア、
ワ
ー

ル ドフ
ー

ドフ ェ ア 参加）

【4 月 】広 島大 学助 手 （西 南政法 学 院へ 留学 （1 年 間））【10 【7 月1 重慶 市 医 師 3 名、広 島 市 内の 病 院 にて 研修 （1

月】広 島 市 自動車整 備視 察 団 24 名 （自動 車整 備研 修生 年 間） 【8 月】肖秧 ・重 慶市共産 党書記 （他 1 名） （平
90 受 け入 れ につ い て 協議） 和記 念 式典 列席） 【11 月】重慶 市食 品代 表 団 8 名 （ワー

ル ドフ
ー

ドフ ェ ア参加、市内企業 ・市場 視察）【11月】
重慶 市 女性 指導 者視 察 団 5名

【3 月】浜 脇病 院関 係者 6 名 【8 月】広 島市青 少年ス ポ
ー

【4 月】重慶市 自動車整備研 修生 10名 （広 島市内企 業

ツ交流 団 24名 【9 月 】広 島市安佐動物公 園 か ら重慶市 に て 研 修） 【5 月】 重 慶市 交通 整備 交流 視 察 団 5 名 （研

動物 園ヘ シマ ウ マ 2 頭 を寄 贈 （関係 者 2 名 同行） 【9 月】 修 生 の 研 修 状 況調 査 、自動車 ・運 輸関 連 企 業視 察、自

広 島市青 少年海外 派 遣 団 6 名 【10 月 】広 島 市 友好 訪 中 動車 整備 ・交 通分 野の 技術 ・人 的交流 につ い て 協議 ） 【6

91 団 14 名、「91 広 島親 善 の 翼」
一行 43 名、合 唱 団 トワ 月】 重 慶市 第 三 人 民 医院主 治 医 （他 1名）（安佐市民 病

エ モ ア 72 名、歌手
一

行 4 名 （日本庭園 開園 式出席） 院に て 医療事情の 調 査研 究 （内科
・神経 科

・外 科等 ）） 【8

月】 重 慶 市 動 物 園か ら広 島市 安 佐 動物公 園 へ カ ワ ウ ソ

3 匹 を寄贈【11月1重 慶市食 品代 表団 8 名 （ワ
ール ドフ

ー

ドブ エ ア 参加）
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交　　流　　概　　要

【9 月】 女 性指 導者海外派遣団 6 名 【10月】広島市友
好訪中団 （団長 ：平 岡敬 市 長、議 員 4 名） 8 名 【3 月】

広 島市 に、中国庭 園 「渝華園」 開演

【4 月】広島県、広島市関係 者 3 名 （環 境保 全 交流 の た

め） 【7 月】広 島県、広 島 市関 係者 4 名 （環境保全 交流
の た め ）【9 月】広島市青少年指導者海外 派 遣 団 6 名 【10

月】 広 島 県、広 島 市 関係 者 4 名、広 島 市議会 訪 中議員

団 4 名　（環境 保 全交 流、「酸 性 雨研 究交 流 セ ン ター
」 開

所式 出席 ）【10 月 】広 島市衛生研 究所技術指導者 1 名 （環

境保 全交 流の た め ）

【3 月】重慶市江 北第
一
人民医院研修生 2 名 （医学研 修）

【4 月】 重慶 市 自動車 整 備 研修 生 10名 （広 島 市 内の 企

業 に て 研 修 （1年 間 ）） 【6 月 】重 慶市 中小 企 業振 興 研

究 視察 団 5 名 （中小 企 業振 興 に 関 す る視 察調 査の た め、
マ ツダ、ヒ ロ テ ッ ク を 訪 問）【8 月】重慶市青 少年 ス ポー
ツ 交流団 21 名 （広 島民間交流団体の 受入）【9 月】重

慶市科学 技術 委 員会派 遣研 修 生 2 名 （広島市 工業 技 術

セ ン ター
に て 研修 （2 ヶ 月））【9 月】重 慶市雑技芸術

家 団 19 名 【9 月】 重 慶市 ラジオ ・
テ レ ビ局代 表 団 5 名

【10 月 】 重慶市環境保 全研 修 生 2 名 （12 月 ま で ）【12
月 】重 慶 市 ス ポ

ー
ツ 指 導者 交流 団 5 名 【12 月】 重慶 市

交通 運 輸視察 団 6 名 （自動車 整 備研 修 生 の 研修 状 況 調

査、自動 車 ・運 輸 関 連企 業 の 視 察、今 後の 研修生 事業
につ い て協議）

【4 月】 画 家 1 名 【4 月】 在福 岡 中 国総領 事館 領 事 1名

【4 月】重慶市自動車整備研 修生 10名 （広島市内企業
に て 研 修 （1 年 間）） 【5 月】重慶 市 歌舞 団 10名 （フ ラ

ワ
ー

フ ェ ス テ ィ バ ル 参加） 【8 月】 重慶市 環境 保 全視 察

団 5 名 （重 慶 市で の 「酸 性 雨 研 究交 流 セ ン タ
ー

」 設 置
に 関す る覚書・確 認書 調 印、環境 保全 交流 に関す る協 議、
引き続き第 3 回世界平和連帯都市市長 会議出席〉【9 月】
重 慶 市交 通 ・自動 車 整備 交 流 視 察 団 5名 （自動車 整 備

研修生 の 研修状況調 査、自動車 ・運 輸関 連企業の視察、
今 後の研 修生 派遣 事 業 につ い て 協議 ）

【10 月】 広 島市 安佐 動 物 公 園 か ら重 慶 市 動 物 園 ヘ キ リ

ン 2 番 を 寄贈 （関 係 者 2 名同 行 ） 【11月 】 環 境 保 全技

術者 2名 （酸 性雨 対策 に関す る共 同調査 ・研 究）

【9 月 】 女 性 指 導者 12名 （第 4 回 世 界 女 性 会 議 NGQ
フ ォ

ー
ラ ム （北 京） に合 わ せ て ） 【10 月 】 広 島 市 青少

年指 導 者 6 名 【11 月 】 環 境 保全技術 者 2 名 （酸 性 雨対

策に 関す る 共 同調 査 ・研究 ）

【3 月 】 広 島市 立 大 学 田 中学長 （他 1 名 ） （西 南 師範大

学 （現 、西 南大 学】と の 学 術 交流協 定締 結 の た め）【3 月】

重慶 市 関 係 者 4 名 を 「広 島 海外 友好パ ー
トナー

」 に 認

定 【5 月 1 広島市工 業技 術 セ ン タ
ー

職 員 2 名 （防 錆 ・
防食 技術 共同研 究 の た め）【8 月】広 島市交流 団 37名（広
島市

・重 慶市友好都市提携 10周年記念 「重 慶
一

広 島友

好 青 少年体 育 大会」参加）【11 月】広 島市代 表 団 8 名 （団
長 ： 平 岡敬 市長）（友好提携 10周年記 念式典参加） 【11

月】広島市衛生 局 関係 者 2 名 （酸 性 雨対 策 に 関 す る 共

同 調 査、友好 提携 10周 年記 念 式典 参 加） 【11 月】 「96
ヒ ロ シ マ 親善 の 翼 」

一行 39 名、広 島市 民平 和友 好訪 中

団 14名 （友 好提携 10周 年記念 式 典 参加 ） 【11 月】 広

島市 立 大 助 教授 1 名 （西南師範大学 との 学術交流、友
好提携 10周年記 念式典参加）

【3 月】青年 ・
ア ジ ア 親善訪問 団派遣 事業 （ユ ー

ス セ ミ

ナー） 8 名 【3 月 】 重 慶 市 関係 者 3 名 を 「広 島海外 友

好 パ ートナー
」 に 認定 【12 月】 広 島市 環境 保 全 技術 者

2 名 （酸 性雨 対策 に 関す る 共 同 調査、研 究）

【2 月】広島市工 業技 術 セ ンター職 員 2 名 （防食
・
技術

共 同研 究 の た め〉【9 月】広島市工 業技術 セ ン ター職 員
2 名 （防食 ・技術 共 同研 究 の た め）

【4 月 】 重 慶市 自動車整 備 研修 生 10名 （広 島 市 内企 業

にて 研 修） 【6 月】 重慶 市 環境 保 全技術 者 2 名 （酸性 雨

対 策 に 関 する 技 術研 修）【9 月 】重 慶市動物園か ら広 島

市 安佐 動物公 園 ヘ ニ ホ ン コ ウノ トリ 1 番を寄 贈 （ll 月】
ス ポ

ー
ツ 指導者視察団 7名 【11月】重 慶市科 学技 術 委

員 会派 遣研修 生 2名 （広 島市 工 業技 術セ ン ター
で 研修）

【12月】重慶市第三 人 民 医 院 2 名 （医 学 交流 の た め、
安佐 市 民病 院で 医療 事 情 の 研 究調査 （人 工 透 析、眼 科、
脳神経外科等））

【2 月】 重慶 市交 通 局訪 日 団 5 名 （自動 車 整備 研 修生 の

研 修状 況 調 査、自動車 ・運 輸関連 企 業 の 視 察、今 後 の

研修 生 事業 につ い て 協 議） 【4 月】 重慶 市 第三 人 民 医院
2 名 （医学交流の た め、安佐市民 病院で 研修） 【5 月】

重慶市 自動車 整備 研修 生 10 名 （広島市 内の 企 業で 研修）
【5 月】重慶市環境保全 技術者 5 名 （酸性雨対策に 関す

る技 術 研修） 【7 月】 重 慶市 人 民政 府顧 問、重 慶 市 ア ジ

ア 課課長代理が 世界平和連帯都市市長 会議ア ジ ア 太平

洋地 域会 議 に出席

【2 月 】重 慶市防錆技 術 者 2 名 （広 島市 工 業 技 術セ ン ター
に て、防錆 ・防 食技 術共 同研究）【3 月】重慶市青年指
導者 10名 【9 月】西南師範大学 美術 学 院助 教授 1 名 （広

島 市 立大 学 ・西 南 師範 大 学 学 術協定 の
一

環 と し て、広
島市立 大学芸術学部 日本語 教室 にて、学術 交 流、研 究、
作 品制 作 ） 【10月】 重 慶 市 第 三 人 民 医 院 5 名 （安佐市
民病院に て 医療事情の 調査研 究 （内科、外科、麻酔科、
産婦 人科 等〉）【10 月】重慶 市 女性指 導 者視 察 団 8名 （女

性問題 に 関する 意晃 交換、女 性 関係 団体 との 交 流） 【11

月】 重 慶 市 園林 管 理 局 2 名 （広 島市 植 物公 園 で の 「日

本と 中国の 菊展 」 参加 ） 【11月】 重 慶 市 環 境 保 全 技 術

者 2 名 （酸 性雨 対策 に 関す る 技術研 修〉【12 月】重慶
市人民 代表大会 常務 委 員 会 主 任 ほか 重 慶 市 友好 代 表 団

6 名 （広 島市 安 佐動物公 園 に、重 慶市の 花、サ ザ ン カ

を友好都市提携 10 周年記念 植樹）

【7 月 】重 慶 市防 錆技 術 者 2 名 （防 錆 ・防 食技術共 同 研

究の た め、広島 市工 業技 術 セ ンターにて 研修 （19 日 間））

【8 月】重慶 市体 育代 表 団 （バ ドミ ン トン、柔道）37名 （友

好都 市提 据 10周年 記念 事 業 「広 島一重 慶友好 青少年体
育大会」 参加 ）【11 月】重慶市投資誘 致 団 4 名 （広 島
の企 業か らの 重慶投 資 促進 セ ミナー

開催）

【7 月 】書画 少年文 化 交流使 節 団 （小 中学 生 54名、引

率 者 4 名） （安西 高等 学校 書道 部等 と 書画 交流） 【11 月】
重 慶市 環境保 全 交流 技 術 者 2 名 【11 月】 重 慶市 第 三 人

民医 院 6名 （安佐 市 民 病 院で 医療事 情の 調 査研 究 （内科、
外 科 等））
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【2 月】重慶市西南技術工 程研 究所 職員 2名 （工業 技 術

交流 の た め）

【10月】 重 慶市第 三 人 民 医 院 3 名 （安 佐 市 民 病 院 で 医

2000 療事情の 調査 研 究 （内 科、外科 等 ）） 【11 月 】重慶市 環

境保全技術者 2 名

【4 月】 広 島 市 代 表 団 （市長 ほか 3 名）、市議会代表 団

3 名 （第 6 回重 慶投 資貿 易 フ ェ ア
・
三 峡 国際 観 光 フ ェ

01 ス テ ィ バ ル 出席） 【10 月】 10月 23 日を 「重 慶の 日」 と

定 め、渝 華 園散策ツ ア
ーや、広 島市 留 学生 会 館 にお い

て 「祝賀式典 ／重慶 茶 点」、「重 慶／ 中 国紹介展」 実施

【10 月】「重 慶の 日」開催 （日中国交正 常化 30 周年 記念 〉 【6 月】 重慶市 ス ポー
ツ 視 察 団 11名 （市長訪 問、ス ポー

ツ 関係者との 協議、ス ポーツ 施設 視察 ） 【9 月 】重慶市

ハ イ テ ク ノ ロ ジ
ー

開発 区訪 日団 4 名 （市長 訪 問、重 慶
02

へ の 投資 PR）【10月】重慶 市環 境保 全交流技術 者 2 名【12
月 】 重慶市第三 人民 医院 3 名 （安佐市 民病 院 で 医療 事

情の 調 査研 究 （リハ ビ リ科、内視 鏡科、病院経営等））

【5 月】 SARS のた め、重 慶市か ら体温 計 手 配依 頼。取 【10 月】 長安汽 車 （集 団）有 限責任公 司 訪 日 団 7 名 （広

扱 業者との連絡調整。→ 5 月 13 日、耳 式体温 計 300 本 島地域 自動車 関連 企業 の 工 場 見 学、意 見交 換 ） 【11 月 】

03 が重 慶 に到 着 【6月 】 安佐 市 民 病院元看護士 （重 慶市 重 慶 青 山 工 業 有 限責 任 公 司 7 名 （自動車 AT 製 造 に 関

第三 人民 医 院老人課 に て、看護指導 ）【10月】「重 慶の 日」 す る技術提携等の 調査〉

開 催

【6 月】 日中友 好会館 （東京 ） に て 重 慶市 主催 「中国 重 【10 月 】重慶市 環境 保 全 交流 技 術 者 2 名 【12月】重慶

04 慶市 文 史研 究 官 書画 精 品展 」 開催 【10 月 】 「重慶 の 日」 市 第 三 人 民 医院 3 名 （安佐市民病院で 医療 事 情 の 調 査

開催 （日中 国交正 常化 30周 年 記念 ） 研 究 （リハ ビ リ科、内視 鏡科、病 院 経 営等））

【10月】秋葉忠 利 ・広 島 市 長 ほ か 7 名 （ア ジ ァ
・太 平 【4 月】 重慶 市青 少 年友 好交流団 6 名 （舟 入 高 等学 校訪

洋 サ ミ ッ ト参加、政治協商会議主 席と の 交 流 協議、自 問、ホ
ー

ム ス テ イ）【7 月】重慶市 関係 者 2 名 （重 慶市

05 動車関連企 業等訪問） に て 開催 され るア ジア ・太平 洋 サ ミ ッ トへ の 参加要 請）

【10月】 「重 慶の 日」 開催 【10月】 重 慶市副市長、関係者 9 名 （「重 慶 の 日」、西

風 新都セ ミナー参 加）

【8 月】ス ポー
ツ 交 流 団 28名 （友好都市提 携 20周年 記 【1 月】重 慶 市 衛 生 局 10名 （小 児 白血 病 治 療 を 中心 と

念 「広 島・重 慶有効青少年ス ポー
ツ 大会 」 参加 ） 【9 月】 した 医 学交 流） 【3 月】 重慶 市 人民 政府 対 外経 済 貿 易 委

重 慶市 100年 ぶ りの 大干 ばつ 、広島市長、市議会 議 長 員会、関係 者、企業関 係 者 22名 （重慶 市 自動 車 部 品投

か ら見 舞 い 状 と見舞金 100万 円。【10月】 友好訪 問団 資貿易商談 会 開催） 【5 月1 王 鴻挙 ・重 慶 市長 ら代表 団

190名 （広 島市代 表 団 （市長・議長 ら7 名）、芸 術 団 55名、273 名 （友好都市提携 20周 年記 念 式典、市民 交流 イベ

市民 交流 団 91 名、経 済 ミ ッ シ ョ ン 30 名、広島紹介 展 ン ト参加 ）

06 団 6 名） （重慶市で の 記念式 典、市 民交 流会、広 島紹 介 【5 月】経済貿易交流 訪 日団 （企業 関係 者 16社 17名）（投

展、商談会、書道絵 画芸 術 展） 資貿 易商 談会 開催 ）

【5 月】重慶市展示会 代表 団 14名 （重慶市 PR イ ベ ン ト、
観光 ポス ター展 開催）

【5 月】 学生 交流団 （学生 ね 4 名、教 員 18 名） （重 慶商

工 大 学、重 慶 郵電 大 学、西南 大 学、重 慶師範大 学、四

川外 語 学院、四 川 美術 学 院〉 （ホー
ム ス テ イ、大 学訪 問）

（出所） 広島市企 画 総務局国際平和推進 部 国 際交 流 担 当課 か らの 提供資料 を、筆者が 加 筆 ・修正。
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　 　 図 2　 広島か ら重慶 へ の 訪問

  文化 ・シ ン ボル　　  技術者   市民 （学生含）

図 3　 重慶 か ら広島へ の 訪問
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1　 た とえば、市街地 を焼 き払うた め に、焼夷弾が 使 わ れ

　た こ とは ゲル ニ カ と東京に 共通する 。 荒井信
一

「ゲ ル ニ

　カ
ー

無 差別爆 撃 の ル ー
ツ 」財 団法 人政治 経済 研究所 付 属

　東京 大 空襲 ・戦 災 資料 セ ン ター戦 争 災害 研究 室編 『シ ン

　ポ ジ ウ ム 　 「無差 別 爆 撃 の 源流
一

ゲ ル ニ カ ・中国都 市 爆

　撃 を 検証 す る一」 報告 書』2008年　p．14。
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                A Study of the lnternational Exchanges in North East Asia

 : A Case of the Relationship Between Hiroshima and Chongqing from the view of Hiroshima city

                          MINETA  Shiro (Graduate School of  Social Sciences,Waseda University)

   The  purpose of this paper  is to examine  tained a friendship for 20 years  in the fields of

whether  international relationships  based on  economy,  environment,  culture  and  education,

municipal  levels have any  possibility of  peace  Both cities  have the sarne  kind of  history as

exchanges  in North East Asia. Especially, the they  experienced  indiscriminate bombing during

paper  focuses on  the exchanges  between  Hiro- WWII.  It is a main  point of  this paper  for both

shima  and  Chongqing. In this region,  China has cities  to succeed  in overcoming  the hardship

become  the center  of  the economic  regionalism  coming  from nationalism  and  the limitation of

that has grown  enormously  over  the past  de- the framework  of local politics. From  Hiroshima

cade.  However,  nationalism  is emerging  in both city's  view  point in particular, peace  activities

China and  Japan, impeding the formation of a  driven by the local government  and  civil society

state-driven  regional  cornmunity,  have a  large effect  not  only  on  overcoming  na-

   Under  such  internationaJ circumstances,  tionalism but also  on  appealing  
"Peace"

 without

Hiroshima city  and  Chongqing  city  have main-  nuclear  weapons  toward  all over  the world


